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グループ事業内容グループ事業内容

・ＡＭ（アミューズメント）部門 ・・・ アミューズメント施設のプライズ機（クレーンゲーム機等）向け商品の

企画販売

・ＳＰ（セールスプロモーション）部門 ・・・ 企業の販売促進商品等の企画販売

・ＳＫＪ ＵＳＡ，ＩＮＣ． ・・・ アメリカでのキャラクターグッズの販売およびアメリカのキャラクター発掘

ⓒ 2013 SK JAPAN Co.,Ltd．All Right Reserved．

・キャラクターのぬいぐるみ・キーホルダー・携帯電話関連グッズ等をヴィレッジヴァンガード、ドンキホーテ、

キデイランド等へ企画販売

キャラクターエンタテインメント事業

キャラクター・ファンシー事業

１１

※EC（イーコマース）部門は、2013年６月よりキャラクター・ファンシー事業の一部門となりました。
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（Stock code：7608）連結売上高・営業利益の推移連結売上高・営業利益の推移
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△14.3520.0916.9436.74△95.93△58.9443.0932.0452.5165.88ＥＰＳ（円）

－8.57.417.1－－11.69.316.816.8ＲＯＥ（％）

（単位：百万円）

「くまのプーさん」の

ヒットにより最高益を記録

アミューズメント部門の不振と

ナカヌキヤの閉店等により初の

営業赤字を計上

「スージー・ズー」のヒット

により前期の営業赤字を脱出

（予想）



第２四半期業績報告第２四半期業績報告

３３ⓒ 2013 SK JAPAN Co.,Ltd．All Right Reserved．

（Stock code：7608）



２Ｑ業績ハイライト（３～８月）２Ｑ業績ハイライト（３～８月）

税金費用が△１百万円発生し、114
百万円の赤字

営業外損益が５百万円発生し、116
百万円の赤字

売上総利益の減少により121百万
円赤字

リテイル事業の撤退による減少

前期比14.6％減少

利益率は前期比3.9ポイント

ダウン

キャラクターエンタテインメント事業
の低迷とリテイル事業の撤退による
減少

前期比24.8％減収
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（単位：百万円）

（ ）は売上高比
４４

※13/2 2Q以前の業績には、前期撤退いたしましたリテイル事業の業績が含まれております。



（単位：百万円）
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（Stock code：7608）セグメント別業績増減要因（３月～８月）セグメント別業績増減要因（３月～８月）

－－△130102営 業 利 益

40.2%120418298ＳＰ部門

△28.8%△6051,4962,101ＡＭ部門

△20.2%△4851,9142,399売 上 高

増減率増 減当２Ｑ前２Ｑ

５５

・AM部門 「星のカービィ」「ひつじのショーン」の売上増

「モケケ」「Ｍｏｊａ！」の売上減

・ＳＰ部門 製薬業界向けの販売促進商品及び

健康志向ブームにのったムック本の売上増

＋169百万円

△324百万円

キャラクターエンタテインメント事業



（単位：百万円）

ⓒ 2013 SK JAPAN Co.,Ltd．All Right Reserved．

（Stock code：7608）

６６

－－△1470営 業 利 益

△11.3%△1741,3651,539売 上 高

増減率増 減当２Ｑ前２Ｑ

・「なめこ栽培キット」 「ふなっしー」 「LINE」

「TED」の売上増 ＋325百万円

・「AKB４８」関連グッズの売上減 △400百万円

キャラクター・ファンシー事業

セグメント別業績増減要因（３月～８月）セグメント別業績増減要因（３月～８月）
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（Stock code：7608）トト ピピ ッッ クク スス（新規部門の進捗）（新規部門の進捗）

７７

カード部門カード部門

ＳＫＪ ＵＳＡＳＫＪ ＵＳＡ

・２Ｑ売上高 21百万円（前期比22.9％増）

・ラウンドワンが来年冬頃までに６号店まで
オープン予定（+３店舗）

・14年２月期は売上高40百万円を目標

・８月には、全国大会を開催（閃乱カグラ）。

・年内には、「ブレイブルー」のTCGを発売予定

アプリ部門アプリ部門

・オリジナルキャラクターの「まるねこ」（好評配信中）

「でぶねこ」（近日配信予定）のアプリをリリース。

※「ＴＣＧ」はトレーディングカードゲームの略称



12

株主還元

当社は株主還元として年当社は株主還元として年1212円円（中間６円、期末６円）（中間６円、期末６円）の配当を基本にし、の配当を基本にし、計画を上回る利益が見込める場合計画を上回る利益が見込める場合

は、増配もしくは株式分割を実施するは、増配もしくは株式分割を実施することを経営の重要課題としておりますことを経営の重要課題としております。。

（Stock code：7608）

ⓒ 2013 SK JAPAN Co.,Ltd．All Right Reserved．
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東証２部上場

＋４円

阪神ﾀｲｶﾞｰｽ優勝

＋５円

東証・大証１部上場・創立15周年

＋８円

阪神ﾀｲｶﾞｰｽ優勝

＋２円

計画を上回る業績

＋２円

創立20周年

＋２円

（予定）

1：1.3
1：1.1

1：1.21：1.3株式分割

８８
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（Stock code：7608）通期業績予想通期業績予想

９９

（単位：百万円）

△118

△100

△110

1,881

1,771

6,700

14/2

－117165139302
当 期

純 利 益

－149234287527経 常 利 益

－146233286493営 業 利 益

△12.9%2,1602,1372,2372,226販 管 費

△23.2%2,3062,3702,5242,719
売 上

総 利 益

△19.1%8,2788,8259,4589,585売 上 高

前期比13/212/211/210/2

※13/2以前の業績には、前期撤退いたしましたリテイル事業の業績が含まれております。



（単位：百万円）
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（Stock code：7608）セグメント別売上高・営業利益予想セグメント別売上高・営業利益予想

－△256△110146営 業 利 益

－△207△16047Ｃ・Ｅ事業

△83.7%△10220122Ｃ・Ｆ事業

△3.4%△972,8002,897Ｃ・Ｆ事業

△15.3%△7063,9004,606Ｃ・Ｅ事業

△19.1%△1,5786,7008,278売 上 高

増減率増 減14/213/2
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※Ｃ・Ｅ･･･キャラクターエンタテインメント Ｃ・Ｆ･･･キャラクター・ファンシー

13/2の売上高及び営業利益の合計額には、前期撤退いたしましたリテイル事業の業績が含まれております。


